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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  401/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/14     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/444    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4439   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/506    　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/14     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/50     　　　Ｌ
   Ａ０１Ｎ   43/54     　　　Ｂ
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月17日(2019.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ
【化１】

（式中、
　Ｇ1は、窒素またはＣＲ2であり；
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　Ｇ2は、窒素またはＣＲ3であり；
　Ｇ3は、窒素またはＣＲ4であり；
　Ｇ4は、窒素またはＣＲ5であり；
　Ｇ5は、窒素またはＣＲ6であり、ただし、Ｇとして２個以下の窒素が連続して続くこと
ができ；
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、またはＲ6は、相互に独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロ
アルキル、１個または２個のヒドロキシで置換されたＣ1～Ｃ4ハロアルキル、１個または
２個のメトキシで置換されたＣ1～Ｃ4ハロアルキル、１個または２個のシアノで置換され
たＣ1～Ｃ4ハロアルキルであるか；または
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、またはＲ6は、相互に独立して、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファ
ニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4

ハロアルコキシ、ＳＦ5、フェニルカルボニルチオ、シアノ、メルカプト、Ｃ1～Ｃ4アル
コキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル、または－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ルであるか；または
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、またはＲ6は、相互に独立して、ハロゲン、シアノおよびＣ1～Ｃ

4アルキルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るＣ3～Ｃ6シク
ロアルキルであるか；または２個の隣接するＲi（ここで、Ｒiは、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、
およびＲ6から選択される）は、一緒になって、断片－ＯＣＨ2Ｏ－または－ＯＣＦ2Ｏ－
を形成し得て；
　Ｒ8は、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはＣ1～Ｃ4ハロアルキルであり；
　Ｒ9は、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、シアノ、またはハロゲンで
あり；
　Ｒ7は、式Ｑ1およびＱ2

【化２】

（式中、矢印は、イミダゾール環に対する結合点を指し；
　ここで、Ａは、ＣＨまたはＮを表し；
　Ｑは、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るフェニルであるか
；または
　Ｑは、前記基Ａを含有する環に炭素原子を介して結合する５～１０員の単環または縮合
二環系であり、前記環系は、芳香族、部分飽和または完全飽和であり得、かつ窒素、酸素
、および硫黄からなる群から選択される１～４個のヘテロ原子を含有し、各環系が３個以
上の酸素原子および３個以上の硫黄原子を含有することは可能ではなく、前記５～１０員
環系は、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスル
フィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホ
ニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置換基
で一置換から多置換され得るか；または
　Ｑは、前記基Ａを含有する前記環に窒素原子を介して結合する５～６員の芳香族、部分
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飽和、または完全飽和環系であり、前記環系は、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、
Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキ
ルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（
Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスル
フィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルか
らなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得；および前記環系は、窒素、
酸素、および硫黄からなる群から選択される１、２、または３個のヘテロ原子を含有し、
ここで、前記環系は、２個以上の酸素原子を含有し得ず、かつ２個以上の硫黄原子を含有
し得ないか；または
　Ｑは、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、およびフェニルからなる群から選択される
置換基で一置換または多置換されるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、ここで、前記フェニ
ルは、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
コキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るか；または
　Ｑは、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハ
ロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、およびフェニルからなる群から選択される置換基
で一置換または多置換されるＣ2～Ｃ6アルケニルであり、ここで、前記フェニルは、ハロ
ゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ

1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロ－アルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルから
なる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るか；または
　Ｑは、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハ
ロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、トリ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）シリル、およびフェニ
ルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換されるＣ2～Ｃ6アルキニルであ
り、ここで、前記フェニルは、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニ
ル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ
（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され
得るか；または
　Ｑは、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1

～Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルフィニル、またはＣ1～Ｃ6

アルキルスルホニルであり；
　Ｘは、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ2であり；および
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ

6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであるか；または
　Ｒ1は、ハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置換基
で一置換または多置換されるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであるか；または
　Ｒ1は、ハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置換基
で一置換または多置換されるＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであるか；また
は
　Ｒ1は、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、またはＣ2～Ｃ6アルキニルで
ある）
からなる群から選択されるラジカルである）
の化合物、または前記式Ｉの化合物の農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、鏡像異性
体、互変異性体、もしくはＮ－オキシド。
【請求項２】
　Ｑが、以下の複素環基：ピロリル；ピラゾリル；イソオキサゾリル；フラニル；チエニ
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ル；イミダゾリル；オキサゾリル；チアゾリル；イソチアゾリル；トリアゾリル；オキサ
ジアゾリル；チアジアゾリル；テトラゾリル；フリル；ピリジル；ピリミジル；ピラジニ
ル；ピリダジニル；トリアジニル、ピラニル；キナゾリニル；イソキノリニル；インドリ
ジニル；イソベンゾフラニルナフチリジニル；キノキサリニル；シノリニル；フタルアジ
ニル；ベンゾチアゾリル；ベンゾオキサゾリル；ベンゾトリアゾリル；インダゾリル；イ
ンドリル；（１Ｈ－ピロール－１－イル）－；（１Ｈ－ピロール－２－イル）－；（１Ｈ
－ピロール－３－イル）－；（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）－；（１Ｈ－ピラゾール－
３－イル）－；（３Ｈ－ピラゾール－３－イル）－；（１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－
；（３－イソオキサゾリル）－；（５－イソオキサゾリル）－；（２－フラニル）－；（
３－フラニル）－；（２－チエニル）－；（３－チエニル）－；（１Ｈ－イミダゾール－
２－イル）－；（１Ｈ－イミダゾール－４－イル）－；（１Ｈ－イミダゾール－５－イル
）－；（２－オキサゾール－２－イル）－；（オキサゾール－４－イル）－；（オキサゾ
ール－５－イル）－；（チアゾール－２－イル）－；（チアゾール－４－イル）－；（チ
アゾール－５－イル）－；（イソチアゾール－３－イル）－；（イソチアゾール－５－イ
ル）－；（１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル）－；（１Ｈ－１，２，４－トリ
アゾール－３－イル）－；（４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－イル）－；（１Ｈ－
１，２，４－トリアゾール－１－イル）－；（１，２，３－オキサジアゾール－２－イル
）－；（１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）－；（１，２，４－オキサジアゾー
ル－４－イル）－；（１，２，４－オキサジアゾール－５－イル）－；（１，２，３－チ
アジアゾール－２－イル）－；（１，２，４－チアジアゾール－３－イル）－；（１，２
，４－チアジアゾール－４－イル）－；（１，３，４－チアジアゾール－５－イル）－；
（１Ｈ－テトラゾール－１－イル）－；（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）－；（２Ｈ－
テトラゾール－５－イル）－；（２－ピリジル）－；（３－ピリジル）－；（４－ピリジ
ル）－；（２－ピリミジニル）－；（４－ピリミジニル）－；（５－ピリミジニル）－；
（２－ピラジニル）－；（３－ピリダジニル）－；（４－ピリダジニル）－；（１，３，
５－トリアジン－２－イル）－；（１，２，４－トリアジン－５－イル）－；（１，２，
４－トリアジン－６－イル）－；（１，２，４－トリアジン－３－イル）－；（フラザン
－３－イル）－；（２－キノリニル）－；（３－キノリニル）－；（４－キノリニル）－
；（５－キノリニル）－；（６－キノリニル）－；（３－イソキノリニル）－；（４－イ
ソキノリニル）－；（２－キノゾリニル）－；（２－キノキサリニル）－；（５－キノキ
サリニル）－；（ピリド［２，３－ｂ］ピラジン－７－イル）－；（ベンゾオキサゾール
－５－イル）－；（ベンゾチアゾール－５－イル）－；（ベンゾ［ｂ］チエン－２－イル
）－および（ベンゾ［１，２，５］オキサジアゾール－５－イル）－；インドリニル、お
よびテトラヒドロキノリニルからなる群から選択される、請求項１に記載の式Ｉの化合物
。
【請求項３】
　Ｑが、Ｊ－０～Ｊ－４８：
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【化３】

（式中、各基Ｊ－０～Ｊ－４８は、Ｒｘで一置換、二置換または三置換されており、ここ
で、各Ｒｘは、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ

1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4

アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ

1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択される）
からなる群から選択される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項４】
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　式Ｉ－１
【化４】

（式中、
　Ａ、Ｑ、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、およびＧ5は、請求項１の式Ｉにおいて定義されている
とおりであり；
　Ｘ1は、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ2であり；
　Ｒ11は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、またはシクロプロピルメチル
であり；
　Ｒ8は、請求項１の式Ｉにおいて上で定義されているとおりであり；および
　Ｒ9は、請求項１の式Ｉにおいて上で定義されているとおりである）
の化合物によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項５】
　式Ｉ－２

【化５】

（式中、
　Ａ、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、およびＧ5は、請求項１の式Ｉにおいて定義されているとお
りであり；
　Ｘ2は、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ2であり；
　Ｒ12は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、またはシクロプロピルメチル
であり；
　Ｒ8は、請求項１の式Ｉにおいて上で定義されているとおりであり；
　Ｒ9は、請求項１の式Ｉにおいて上で定義されているとおりであり；および
　Ｑａ1は、
【化６】

（式中、各基Ｊは、Ｒｘで一置換、二置換または三置換されており、ここで、各Ｒｘは、
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水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
コキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニ
ル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択される）
からなる群から選択される）
の化合物によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項６】
　式Ｉ－３
【化７】

（式中、
　Ａは、ＮまたはＣＨであり；
　Ｒ10は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、およ
びＣ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニルからなる群から独立して選択される置換基で一置換ま
たは多置換されたフェニルであるか；または
　Ｒ10は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置換
基で一置換または多置換されたピリジルであるか；または
　Ｒ10は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから、特に、フッ素およびトリフルオロ
メチルからなる群から独立して選択される置換基で一置換または多置換されたピリミジル
であり；
　Ｘ3は、ＳまたはＳＯ2であり；
　Ｑａ2は、

【化８】

（式中、各基Ｊは、Ｒｘで一置換、二置換または三置換されており、ここで、各Ｒｘは、
水素、ハロゲン、およびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択される）
からなる群から選択され；
　Ｒ13は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ8は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり；および
　Ｒ9は、水素である）
の化合物によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項７】
　式Ｉ－４



(8) JP 2018-522893 A5 2019.8.29

【化９】

（式中、
　Ｒ10’は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、お
よびＣ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニルからなる群から独立して選択される置換基で一置換
されたフェニルであるか；または
　Ｒ10’は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置
換基で一置換されたピリジルであるか；または
　Ｒ10’は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置
換基で一置換されたピリミジルであり；および
　Ｑａ4は、
【化１０】

（式中、各Ｒｘは、水素、ハロゲン、およびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択され
る）
からなる群から選択される）
の化合物によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項８】
　式Ｉ－５

【化１１】

（式中、
　Ｒ10＃は、
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【化１２】

（式中、
　矢印は、前記イミダゾール環に対する結合点を示し；および
　各Ｒｙは、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、お
よびＣ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニルから独立して選択される）
からなる群から独立して選択されるラジカルＧ－１０～Ｇ－１２であり；および
　Ｑａ5は、

【化１３】

（式中、各Ｒｘは、水素、ハロゲン、およびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択され
る）
からなる群から選択される）
の化合物によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項９】
　活性成分として、少なくとも１種の請求項１に記載の式Ｉの化合物、または適切な場合
にはその互変異性体を、いずれの場合でも遊離形態または農芸化学的に利用可能な塩形態
で含み、かつ少なくとも１種の助剤を含む、殺有害生物組成物。
【請求項１０】
　請求項９に記載の組成物を、有害生物またはそれらの環境に適用する工程を含む、有害
生物を防除する方法であって、ヒトに適用される方法を除くことを特徴とする、方法。
【請求項１１】
　有害生物による攻撃から植物繁殖材料を保護するための方法であって、前記繁殖材料ま
たは前記繁殖材料が植えられた場所を、請求項９に記載の組成物で処理する工程を含むこ
とを特徴とする、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法によって処理された植物繁殖材料。
【請求項１３】
　式ＩＩＩａ

【化１４】

（式中、
　Ｒ8およびＲ7は、請求項１の式Ｉにおいて定義されているとおりであり；
　Ｒ9は、水素であり；および
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　ＬGは、ヨウ素または臭素である）
の化合物。
【請求項１４】
　式ＩＶａ
【化１５】

（式中、
　Ｒ8およびＲ7は、請求項１の式Ｉにおいて定義されているとおりであり；および
　Ｒ9は、水素である）
の化合物。
【請求項１５】
　式ＸＶＩＩＩ

【化１６】

（式中、
　Ｒ8、Ａ、Ｘ、およびＲ1は、請求項１の式Ｉにおいて定義されているとおりであり；
　ＦGは、水素、臭素、またはヨウ素であり；
　Ｒ9は、水素であり；および
　Ｘａは、塩素、臭素、またはヨウ素である）
の化合物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５４】
　以下の化合物が、４８時間後および／または２４時間後にハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌ
ｅｓ　ｓｔｅｐｈｅｎｓｉ）の少なくとも８０％防除を示した：Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７、Ｐ９
、Ｐ１１およびＰ１２。

　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕式Ｉ
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【化５４】

（式中、
　Ｇ1は、窒素またはＣＲ2であり；
　Ｇ2は、窒素またはＣＲ3であり；
　Ｇ3は、窒素またはＣＲ4であり；
　Ｇ4は、窒素またはＣＲ5であり；
　Ｇ5は、窒素またはＣＲ6であり、ただし、Ｇとして２個以下の窒素が連続して続くこと
ができ；
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、またはＲ6は、相互に独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロ
アルキル、１個または２個のヒドロキシで置換されたＣ1～Ｃ4ハロアルキル、１個または
２個のメトキシで置換されたＣ1～Ｃ4ハロアルキル、１個または２個のシアノで置換され
たＣ1～Ｃ4ハロアルキルであるか；または
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、またはＲ6は、相互に独立して、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファ
ニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4

ハロアルコキシ、ＳＦ5、フェニルカルボニルチオ、シアノ、メルカプト、Ｃ1～Ｃ4アル
コキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル、または－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ルであるか；または
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、またはＲ6は、相互に独立して、ハロゲン、シアノおよびＣ1～Ｃ

4アルキルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るＣ3～Ｃ6シク
ロアルキルであるか；または２個の隣接するＲi（ここで、Ｒiは、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、
およびＲ6から選択される）は、一緒になって、断片－ＯＣＨ2Ｏ－または－ＯＣＦ2Ｏ－
を形成し得て；
　Ｒ8は、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはＣ1～Ｃ4ハロアルキルであり；
　Ｒ9は、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、シアノ、またはハロゲンで
あり；
　Ｒ7は、式Ｑ1およびＱ2

【化５５】

（式中、矢印は、イミダゾール環に対する結合点を指し；
　ここで、Ａは、ＣＨまたはＮを表し；
　Ｑは、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るフェニルであるか
；または
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　Ｑは、前記基Ａを含有する環に炭素原子を介して結合する５～１０員の単環または縮合
二環系であり、前記環系は、芳香族、部分飽和または完全飽和であり得、かつ窒素、酸素
、および硫黄からなる群から選択される１～４個のヘテロ原子を含有し、各環系が３個以
上の酸素原子および３個以上の硫黄原子を含有することは可能ではなく、前記５～１０員
環系は、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスル
フィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホ
ニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置換基
で一置換から多置換され得るか；または
　Ｑは、前記基Ａを含有する前記環に窒素原子を介して結合する５～６員の芳香族、部分
飽和、または完全飽和環系であり、前記環系は、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、
Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキ
ルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（
Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスル
フィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルか
らなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得；および前記環系は、窒素、
酸素、および硫黄からなる群から選択される１、２、または３個のヘテロ原子を含有し、
ここで、前記環系は、２個以上の酸素原子を含有し得ず、かつ２個以上の硫黄原子を含有
し得ないか；または
　Ｑは、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、およびフェニルからなる群から選択される
置換基で一置換または多置換されるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、ここで、前記フェニ
ルは、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
コキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るか；または
　Ｑは、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハ
ロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、およびフェニルからなる群から選択される置換基
で一置換または多置換されるＣ2～Ｃ6アルケニルであり、ここで、前記フェニルは、ハロ
ゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ

1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロ－アルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルから
なる群から選択される置換基で一置換または多置換され得るか；または
　Ｑは、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハ
ロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、トリ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）シリル、およびフェニ
ルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換されるＣ2～Ｃ6アルキニルであ
り、ここで、前記フェニルは、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニ
ル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、および－Ｃ
（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から選択される置換基で一置換または多置換され
得るか；または
　Ｑは、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1

～Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルフィニル、またはＣ1～Ｃ6

アルキルスルホニルであり；
　Ｘは、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ2であり；および
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ

6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであるか；または
　Ｒ1は、ハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置換基
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で一置換または多置換されるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであるか；または
　Ｒ1は、ハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置換基
で一置換または多置換されるＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであるか；また
は
　Ｒ1は、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、またはＣ2～Ｃ6アルキニルで
ある）
からなる群から選択されるラジカルである）
の化合物、ならびに前記式Ｉの化合物の農芸化学的に許容できる塩、立体異性体、鏡像異
性体、互変異性体、およびＮ－オキシド。
〔２〕Ｑが、以下の複素環基：ピロリル；ピラゾリル；イソオキサゾリル；フラニル；チ
エニル；イミダゾリル；オキサゾリル；チアゾリル；イソチアゾリル；トリアゾリル；オ
キサジアゾリル；チアジアゾリル；テトラゾリル；フリル；ピリジル；ピリミジル；ピラ
ジニル；ピリダジニル；トリアジニル、ピラニル；キナゾリニル；イソキノリニル；イン
ドリジニル；イソベンゾフラニルナフチリジニル；キノキサリニル；シノリニル；フタル
アジニル；ベンゾチアゾリル；ベンゾオキサゾリル；ベンゾトリアゾリル；インダゾリル
；インドリル；（１Ｈ－ピロール－１－イル）－；（１Ｈ－ピロール－２－イル）－；（
１Ｈ－ピロール－３－イル）－；（１Ｈ－ピラゾール－１－イル）－；（１Ｈ－ピラゾー
ル－３－イル）－；（３Ｈ－ピラゾール－３－イル）－；（１Ｈ－ピラゾール－４－イル
）－；（３－イソオキサゾリル）－；（５－イソオキサゾリル）－；（２－フラニル）－
；（３－フラニル）－；（２－チエニル）－；（３－チエニル）－；（１Ｈ－イミダゾー
ル－２－イル）－；（１Ｈ－イミダゾール－４－イル）－；（１Ｈ－イミダゾール－５－
イル）－；（２－オキサゾール－２－イル）－；（オキサゾール－４－イル）－；（オキ
サゾール－５－イル）－；（チアゾール－２－イル）－；（チアゾール－４－イル）－；
（チアゾール－５－イル）－；（イソチアゾール－３－イル）－；（イソチアゾール－５
－イル）－；（１Ｈ－１，２，３－トリアゾール－１－イル）－；（１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－３－イル）－；（４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－４－イル）－；（１
Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）－；（１，２，３－オキサジアゾール－２－
イル）－；（１，２，４－オキサジアゾール－３－イル）－；（１，２，４－オキサジア
ゾール－４－イル）－；（１，２，４－オキサジアゾール－５－イル）－；（１，２，３
－チアジアゾール－２－イル）－；（１，２，４－チアジアゾール－３－イル）－；（１
，２，４－チアジアゾール－４－イル）－；（１，３，４－チアジアゾール－５－イル）
－；（１Ｈ－テトラゾール－１－イル）－；（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）－；（２
Ｈ－テトラゾール－５－イル）－；（２－ピリジル）－；（３－ピリジル）－；（４－ピ
リジル）－；（２－ピリミジニル）－；（４－ピリミジニル）－；（５－ピリミジニル）
－；（２－ピラジニル）－；（３－ピリダジニル）－；（４－ピリダジニル）－；（１，
３，５－トリアジン－２－イル）－；（１，２，４－トリアジン－５－イル）－；（１，
２，４－トリアジン－６－イル）－；（１，２，４－トリアジン－３－イル）－；（フラ
ザン－３－イル）－；（２－キノリニル）－；（３－キノリニル）－；（４－キノリニル
）－；（５－キノリニル）－；（６－キノリニル）－；（３－イソキノリニル）－；（４
－イソキノリニル）－；（２－キノゾリニル）－；（２－キノキサリニル）－；（５－キ
ノキサリニル）－；（ピリド［２，３－ｂ］ピラジン－７－イル）－；（ベンゾオキサゾ
ール－５－イル）－；（ベンゾチアゾール－５－イル）－；（ベンゾ［ｂ］チエン－２－
イル）－および（ベンゾ［１，２，５］オキサジアゾール－５－イル）－；インドリニル
、およびテトラヒドロキノリニルからなる群から選択される、前記〔１〕に記載の式Ｉの
化合物。
〔３〕Ｑが、Ｊ－０～Ｊ－４８：
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【化５６】

（式中、各基Ｊ－０～Ｊ－４８は、Ｒｘで一置換、二置換または三置換されており、ここ
で、各Ｒｘは、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ

1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4

アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ

1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキルスルホニル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択される）
からなる群から選択される、前記〔１〕に記載の式Ｉの化合物。
〔４〕式Ｉ－１
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【化５７】

（式中、
　Ａ、Ｑ、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、およびＧ5は、前記〔１〕の式Ｉにおいて定義されてい
るとおりであり；
　Ｘ1は、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ2であり；
　Ｒ11は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、またはシクロプロピルメチル
であり；
　Ｒ8は、前記〔１〕の式Ｉにおいて上で定義されているとおりであり；および
　Ｒ9は、前記〔１〕の式Ｉにおいて上で定義されているとおりである）
の化合物によって表される、前記〔１〕に記載の式Ｉの化合物。
〔５〕式Ｉ－２
【化５８】

（式中、
　Ａ、Ｇ1、Ｇ2、Ｇ3、Ｇ4、およびＧ5は、前記〔１〕の式Ｉにおいて定義されていると
おりであり；
　Ｘ2は、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ2であり；
　Ｒ12は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、またはシクロプロピルメチル
であり；
　Ｒ8は、前記〔１〕の式Ｉにおいて上で定義されているとおりであり；
　Ｒ9は、前記〔１〕の式Ｉにおいて上で定義されているとおりであり；および
　Ｑａ1は、
【化５９】

（式中、各基Ｊは、Ｒｘで一置換、二置換または三置換されており、ここで、各Ｒｘは、
水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
コキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフ
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ィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニ
ル、および－Ｃ（Ｏ）Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択される）
からなる群から選択される）
の化合物によって表される、前記〔１〕に記載の式Ｉの化合物。
〔６〕式Ｉ－３
【化６０】

（式中、
　Ａは、ＮまたはＣＨであり；
　Ｒ10は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、およ
びＣ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニルからなる群から独立して選択される置換基で一置換ま
たは多置換されたフェニルであるか；または
　Ｒ10は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置換
基で一置換または多置換されたピリジルであるか；または
　Ｒ10は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから、特に、フッ素およびトリフルオロ
メチルからなる群から独立して選択される置換基で一置換または多置換されたピリミジル
であり；
　Ｘ3は、ＳまたはＳＯ2であり；
　Ｑａ2は、

【化６１】

（式中、各基Ｊは、Ｒｘで一置換、二置換または三置換されており、ここで、各Ｒｘは、
水素、ハロゲン、およびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択される）
からなる群から選択され；
　Ｒ13は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ8は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり；および
　Ｒ9は、水素である）
の化合物によって表される、前記〔１〕に記載の式Ｉの化合物。
〔７〕式Ｉ－４
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【化６２】

（式中、
　Ｒ10’は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、お
よびＣ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニルからなる群から独立して選択される置換基で一置換
されたフェニルであるか；または
　Ｒ10’は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置
換基で一置換されたピリジルであるか；または
　Ｒ10’は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ4ハロアルキルからなる群から独立して選択される置
換基で一置換されたピリミジルであり；および
　Ｑａ4は、
【化６３】

（式中、各Ｒｘは、水素、ハロゲン、およびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択され
る）
からなる群から選択される）
の化合物によって表される、前記〔１〕に記載の式Ｉの化合物。
〔８〕式Ｉ－５

【化６４】

（式中、
　Ｒ10＃は、

【化６５】



(18) JP 2018-522893 A5 2019.8.29

（式中、
　矢印は、前記イミダゾール環に対する結合点を示し；および
　各Ｒｙは、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、お
よびＣ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニルから独立して選択される）
からなる群から独立して選択されるラジカルＧ－１０～Ｇ－１２であり；および
　Ｑａ5は、
【化６６】

（式中、各Ｒｘは、水素、ハロゲン、およびＣ1～Ｃ4ハロアルキルから独立して選択され
る）
からなる群から選択される）
の化合物によって表される、前記〔１〕に記載の式Ｉの化合物。
〔９〕活性成分として、前記〔１〕に記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、または適切
な場合にはその互変異性体を、いずれの場合でも遊離形態または農芸化学的に利用可能な
塩形態で含み、かつ少なくとも１種の助剤を含む、殺有害生物組成物。
〔１０〕前記〔９〕に記載の組成物を、有害生物またはそれらの環境に適用する工程を含
む、有害生物を防除する方法であって、手術または治療によるヒトまたは動物の身体の治
療方法、およびヒトまたは動物の身体において実施される診断方法ではないことを特徴と
する、方法。
〔１１〕有害生物による攻撃から植物繁殖材料を保護するための方法であって、前記繁殖
材料または前記繁殖材料が植えられた場所を、前記〔９〕に記載の組成物で処理する工程
を含むことを特徴とする、方法。
〔１２〕前記〔１１〕に記載の方法によって処理された植物繁殖材料。
〔１３〕式ＩＩＩａ
【化６７】

（式中、
　Ｒ8およびＲ7は、前記〔１〕の式Ｉにおいて定義されているとおりであり；
　Ｒ9は、水素であり；および
　ＬGは、ヨウ素または臭素である）
の化合物。
〔１４〕式ＩＶａ
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【化６８】

（式中、
　Ｒ8およびＲ7は、前記〔１〕の式Ｉにおいて定義されているとおりであり；および
　Ｒ9は、水素である）
の化合物。
〔１５〕式ＸＶＩＩＩ
【化６９】

（式中、
　Ｒ8、Ａ、Ｘ、およびＲ1は、前記〔１〕の式Ｉにおいて定義されているとおりであり；
　ＦGは、水素、臭素、またはヨウ素であり；
　Ｒ9は、水素であり；および
　Ｘａは、塩素、臭素、またはヨウ素である）
の化合物。
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